平成 (へいせい)２７年度 (ねんど)第 (だい)１１回 (かい)障 (しょう)がい当事者 (とうじしゃ)支援 (しえん)プロジェクト (ぷろじぇくと)　会議録 (かいぎろく)

日時 (にちじ)：平成 (へいせい)２８年 (ねん)３月 (がつ)２５日 (にち)（金 (きん)）１３：３０～１５：３０
場所 (ばしょ)：三重県 (みえけん)身体 (しんたい)障害者 (しょうがいしゃ)総合 (そうごう)福祉 (ふくし)センター (せんたー)大研修室 (だいけんしゅうしつ)
参加者 (さんかしゃ)：プロジェクトメンバー (ぷろじぇくとめんばー)１１名 (めい)、事務局 (じむきょく)３名 (めい)

１．会議 (かいぎ)の内容 (ないよう)
　・４月 (がつ)と５月 (がつ)に市町 (しちょう)の役場 (やくば)や福祉 (ふくし)事業所 (じぎょうしょ)の人 (ひと)たちを対象 (たいしょう)とした研修会 (けんしゅうかい)があります。
・この研修会 (けんしゅうかい)の中 (なか)でメンバー (めんばー)の想い (おもい)を伝える (つたえる)ために、プロジェクト内 (ぷろじぇくとない)で何 (なに)を伝えたい (つたえたい)のか意見 (いけん)を出し合い (だしあい)ました。
	（１）この研修 (けんしゅう)の内容 (ないよう)について

	●事務局 (じむきょく)から
・４月 (４がつ)の研修 (けんしゅう)は新しく (あたらしく)障害 (しょうがい)福祉 (ふくし)の窓口 (まどぐち)で働かれる (はたらかれる)職員 (しょくいん)等 (など)に対する (たいする)研修 (けんしゅう)です。
・この研修 (けんしゅう)は、行政 (ぎょうせい)職員 (しょくいん)が障 (しょう)がいのある方 (かた)と接する (せっする)際 (さい)の基本 (きほん)姿勢 (しせい)などについて学んでもらうために開催します。
・研修 (けんしゅう)内容 (ないよう)は、午前中 (ごぜんちゅう)に山梨 (やまなし)学院 (がくいん)大学 (だいがく)の竹 (たけ)端 (ばた)先生 (せんせい)による障 (しょう)がい者 (しゃ)福祉 (ふくし)の制度 (せいど)や法律 (ほうりつ)などをお話 (おはなし)頂き (いただき)、午後 (ごご)からは、当事者 (とうじしゃ)プロジェクト (ぷろじぇくと)のメンバー (めんばー)でもあるお二人 (ふたり)がパネリスト (ぱねりすと)としてご協力 (きょうりょく)頂き (いただき)ながら進めて (すすめて)いきます。
・その中で、当事者 (とうじしゃ)プロジェクト (ぷろじぇくと)のメンバー (めんばー)からの想い (おもい)を伝え (つたえ)ていく時間を設け、行政 (ぎょうせい)の方 (かた)に、本人 (ほんにん)と向き合い (むきあい)、本人 (ほんにん)の話 (はなし)を聞く (きく)こと、気持ち (きもち)を感じる (かんじる)ことが大事だと学んでもらいたいです。それらを理解 (りかい)してもらうために、テーマ (てーま)を設けて (もうけて)、私たち (わたしたち)の意見 (いけん)を伝えて (つたえて)いきたいと思いま (おもいま)す。



	（２）私たち (わたしたち)が伝えたい (つたえたい)こと

	テーマ (てーま)「市町 (しまち)の窓口 (まどぐち)において、どのように話 (はなし)を聞いて (きいて)もらった時 (とき)、信頼 (しんらい)できる人 (ひと)だと思い (おもい)ましたか。また話 (はなし)を聞いて (きいて)もらえたと思い (おもい)ましたか。」
〇出された (だされた)意見 (いけん)
・言語障 (げんごしょう)がいがあるので、窓口 (まどぐち)に行く (いく)事 (こと)があまりなく、困った (こまった)経験 (けいけん)をした事 (こと)がありません。
・私 (わたし)は言葉 (ことば)だけだと理解 (りかい)が難しい (むずかしい)ので、質問 (しつもん)内容 (ないよう)をメモ (めも)書き (がき)してくれると助かり (たすかり)ます。
・怖い (こわい)というイメージ (いめーじ)のある市 (し)役所 (やくしょ)で職員 (しょくいん)の方 (かた)が優しく (やさしく)対応 (たいおう)してくれたり、作業所 (さぎょうしょ)へ一緒 (いっしょ)についてきてくれてサポート (さぽーと)したりしてくれたりした時 (とき)が嬉しかっ (うれしかっ)たです。
・ヘルパー (へるぱー)ではなく、自分 (じぶん)を見て (みて)対応 (たいおう)してくれた時 (とき)です。
・自分 (じぶん)の気持ち (きもち)を全て (すべて)伝えよう (つたえよう)とすると、ヘルパー (へるぱー)の利用 (りよう)時間 (じかん)がすぐに終わって (おわって)しまいます。その事 (こと)で、職員の方が相談 (そうだん)にのってくれて、一緒 (いっしょ)に考えて (かんがえて)くれた時 (とき)嬉しかったです。
・自分 (じぶん)の体 (からだ)の症状 (しょうじょう)に対して (たいして)共感 (きょうかん)や理解 (りかい)してくれた時 (とき)、私は私 (わたし)を理解 (りかい)してくれた、と思い (おもい)ました。
・名刺 (めいし)をもらった時 (とき)です。困った (こまった)ときはここに連絡 (れんらく)してください、と言って (いって)くれた時 (とき)です。
・私 (わたし)の話 (はなし)を丁寧 (ていねい)に聞いて (きいて)くれた時 (とき)です。
・支援者 (しえんしゃ)ではなく、私 (わたし)に話 (はなし)を聞いて (きいて)くれた時 (とき)です。
・私 (わたし)の気持ち (きもち)に寄り添って (よりそって)くれた時 (とき)。障 (しょう)がい者 (しゃ)でなく「人 (ひと)」として。
・笑顔 (えがお)で対応 (たいおう)してくれた時 (とき)。
・電話 (でんわ)を掛け直して (かけなおして)くれた時 (とき)です。

「私たち (わたしたち)がどう関われば (かかわれば)、職員 (しょくいん)の方 (かた)に分かって (わかって)もらえると思いますか。また、職員 (しょくいん)の方 (かた)にどう関わって (かかわって)ほしいですか。」
・私 (わたし)は交渉 (こうしょう)しにいく事 (こと)が多い (おおい)ですが、なかなか意見 (いけん)を受け入れて (うけいれて)くれないです。それは、行政 (ぎょうせい)の仕組み (しくみ)が問題 (もんだい)の一つ (ひとつ)だと思います。
　対応 (たいおう)策 (さく)としては、次 (つぎ)に話合う (はなしあう)日程 (にってい)を決める (きめる)事 (こと)と、窓口 (まどぐち)→係長 (かかりちょう)→課長 (かちょう)へと意見 (いけん)を上げて (あげて)いってもらう事 (こと)だと考えています。
・その人 (ひと)に応じて (おうじて)話 (はなし)の仕方 (しかた)を変えて (かえて)いく事 (こと)が必要 (ひつよう)です。
・行政 (ぎょうせい)の人 (ひと)は私たち (わたしたち)にありのまま普通 (ふつう)に接して (せっして)ほしいです。
・行政側 (ぎょうせいがわ)の立場 (たちば)も踏まえながら (ふまえながら)、自分 (じぶん)たちの意見 (いけん)を伝えて (つたえて)いく事 (こと)も大事 (だいじ)です。
〇他 (ほか)の意見 (いけん)
・何 (なに)か伝えたい (つたえたい)時 (とき)、メール (めーる)を使う (つかう)事 (こと)があります。でも、メール (めーる)を送って (おくって)も「ちょっと待って (まって)ください」と言われて (いわれて)そのままにされたり、待たされる (またされる)ことがよくあります。
・窓口 (まどぐち)に直接 (ちょくせつ)言い (いい)に行く (いく)人 (ひと)は少ない (すくない)と思います (おもいます)。
・私 (わたし)の事 (こと)をよく知って (しって)いる職員 (しょくいん)の方 (ほう)とはやりやすいです。
・説明 (せつめい)しても分かってくれないとつらいです。
・意見 (いけん)や考え (かんがえ)を押し付けて (おしつけて)きた時 (とき)はつらいです。
・約束 (やくそく)を忘れられて (わすれられて)いた時 (とき)は悲しかった (かなしかった)です。
　忘れられて (わすれられて)いると相談 (そうだん)出来ない (できない)し、信頼 (しんらい)も出来ません (できません)。
・私 (わたし)の言葉 (ことば)を分かって (わかって)くれる人 (ひと)と分かって (わかって)くれない人 (ひと)がいます。
分かって (わかって)くれる人 (ひと)は、最初 (さいしょ)は分からなく (わからなく)とも、徐々 (じょじょ)に分かってくれます。分かって (わかって)くれない人 (ひと)は、やる気 (き)のない人 (ひと)です。
・私 (わたし)は言語障 (げんごしょう)がいがあるので、私 (わたし)の話す (はなす)内容 (ないよう)がずれてしまいます。
・言語障 (げんごしょう)がいにも様々 (さまざま)な種類 (しゅるい)があります。
・行政 (ぎょうせい)の人 (ひと)はクール (くーる)な人 (ひと)が多い (おおい)ので、民営化 (みんえいか)してはどうでしょう？
〇市 (し)役所 (やくしょ)へ行く (いく)回数 (かいすう)はどれくらいありますか。
・月 (つき)１回 (１かい)
・３か月 (３かげつ)に１回 (１かい)
・１年 (１ねん)に１回 (１かい)くらい。
・関わる (かかわる)機会 (きかい)は少ない (すくない)です。
・話 (はなし)をしに行く (いく)というよりは手続き (てつづき)で行くことが多いです。



３．これからの内容 (ないよう)について
　（１）これからのプロジェクト (ぷろじぇくと)の予定 (よてい)
　　　・４月 (がつ)２６日 (にち)（火 (か)）午後 (ごご)１時 (じ)３０分 (ふん)
　　　　主に、４月１５日の研修の振返りと次回５月２９日へ向けた研修に向けた話し合いを行います。
　　　・５月 (がつ)１２日 (にち)（木 (もく)）午後 (ごご)１時 (じ)３０分 (ふん)
　（２）研修会 (けんしゅうかい)の予定 (よてい)
　　　・４月 (がつ)１５日 (にち)（金 (きん)）午後 (ごご)…市町 (しちょう)職員向け (しょくいんむけ)基礎 (きそ)研修 (けんしゅう)
　　　・５月 (がつ)２９日 (にち)（日 (にち)）午後 (ごご)…事業所 (じぎょうしょ)職員向け (しょくいんむけ)基礎 (きそ)研修 (けんしゅう)
	●事務局 (じむきょく)から
・新メンバーについて
　事務局から新たにメンバーを募ることはしませんが、前回もお話があったように、聴覚障がいの方や視覚障がいの方がまだプロジェクトメンバーにはいませんし、メンバーの周りで興味のある方がいれば、まずは見学からでもかまいませんので、参加して頂ければと思います。


○平成２８年度第 (だい)１回 (かい)プロジェクト (ぷろじぇくと)
・次回 (じかい)（第 (だい)１回 (かい)）のプロジェクト (ぷろじぇくと)は、平成 (へいせい)２８年 (ねん)４月 (がつ)２６日 (にち)（火）午後 (ごご)１時 (１じ)３０分 (３０ぷん)からです。
